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第７８回動物用医薬品専門調査会（非公開）議事概要

平成１９年７月２０日（金）　１４：００～１５：５０

議事概要：

１）ヒアルロン酸ナトリウムを有効成分とする馬の注射剤（ハイオネート）

・審議の結果、「適切に使用される限りにおいては、食品を通じてヒトの健康に影響を与える可能性は無視できると考えられる」

とすることが了承され、評価書（案）を食品安全委員会に報告することとされた。

２）鶏貧血ウイルス感染症生ワクチン（ノビリス CAV P4）

・審議の結果、「適切に使用される限りにおいて、食品を通じてヒトの健康に影響を与える可能性は無視できるものと考えられ

る」とすることが了承され、評価書（案）を食品安全委員会に報告することとされた。

３）チアンフェニコールを有効成分とする牛及び豚の注射剤（ネオマイゾン注射液及びバシット注射液）

・審議の結果、０．００５mg/kg体重/日とすることが了承され、一部修正の上、評価書（案）を食品安全委員会に報告することと

なった。

４）セファピリンベンザチンを有効成分とする製剤原料（セファピリンベンザチン　「コーキン」）、牛の乳房注入剤（KPドライ－5G）

及びセファピリンナトリウムを有効成分とする牛の乳房注入剤（KPラック－5G）

・継続審議とされた。

５）その他

・確認評価部会において審議する動物用医薬品の指定について審議し、７物質を追加指定した。

＜参考＞

１）多糖類の一種で生体成分で、馬の非感染性関節炎の治療などに用いられています。

２）弱毒化した鶏貧血ウイルスを主剤とする鶏用の生ワクチンです。

３）抗菌剤で、牛及び豚の細菌性肺炎などの治療に使用します。ポジティブリスト制度導入に伴う残留基準値が設定されてい

ます。

４）抗菌剤で、牛の乳房炎の治療に使用します。ポジティブリスト制度導入に伴う残留基準値が設定されています。

〒100-8989 東京都千代田区永田町2-13-10 プルデンシャルタワー6階 TEL 03-5251-9229 FAX 03-3591-2237

Copyright © 2006 Food Safety Commission. All Right Reserved.

食品安全委員会：動物用医薬品専門調査会：第７８回動物用医... file:///O:/%E6%97%A7%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%A...

1 / 1 2010/06/21 17:04


